
子ども青少年部にかかる平成３０年度予算について

◆平成３０年度当初予算の主な事業

◎ 地域子育て支援センター事業費 62,041 ◎ 子ども・若者育成支援事業費 11,320
　市内４カ所の子育て支援センターの運営にかかる経費

◎ つどいの広場事業費 17,960
　市内４カ所のつどいの広場の運営にかかる経費 ◎ 放課後児童健全育成事業費 694,941

◎ 小児医療助成費 1,622,825

◎ 放課後児童クラブ整備事業費 115,997

◎ 市立保育所整備費 2,918
　藤が岡保育園仮設園舎への移転等を行うとともに、辻堂保育園等再整備事業に係る債務負担行為を設定

◎ 児童虐待防止対策事業費 27,374
◎ 法人立保育所運営費等助成事業費 1,802,689

◎ 子どもの生活支援事業費 8,124
◎ 藤沢型認定保育施設補助事業費 70,414

◎ 法人立保育所等施設整備助成事業費 212,836 ◎ 乳幼児健診等事業費 349,167

◎ 幼稚園等預かり保育推進事業費 32,687 ◎ 母子保健事業費 61,065

◎ 少年の森整備事業費 3,349 ◎ 特定不妊治療助成事業費 66,446
　特定不妊治療（体外受精・顕微授精）を受けた夫婦に対して治療費を助成

◎ 不育症治療助成事業費 350
◎ （公財）藤沢市みらい創造財団青少年事業関係費 323,629 　不育症治療を受けた夫婦に対して治療費を助成

（単位：千円）

　法人立認可保育所に対し、人件費や運営費を助成

　藤沢型認定保育施設をＡ型、Ｂ型、Ｃ型に分類し、それぞれの基準を満たした施設に対し、運営
費等を助成

　法人立認可保育所における保育環境の向上と施設の長寿命化を図るため、建築後一定年数が
経過した施設の大規模修繕や移転による再整備に係る経費を助成

　青少年の健全育成のための野外活動施設である少年の森の施設環境の整備を進め、施設利
用者の安全性の確保、快適性の向上を図る

　（公財）藤沢市みらい創造財団に、青少年施設の管理運営と青少年健全育成事業等を委託

　小学校６年生までの入通院及び中学生の入院医療費の自己負担分を助成
　平成３１年４月に予定する通院に係る医療費助成の対象年齢拡大に向けた準備作業を含む

　幼稚園における預かり保育を推進するため、幼稚園の設置者に対し、園児の預かり保育の実施
に要する経費を助成

　平成３０年度藤沢市一般会計予算　138,553,000千円（前年度比　14,231,000千円減）

　平成３０年度民生費　60,013,354千円（一般会計に占める割合は、43.3％）

　　　※前年度比　117,245千円（0.195％）減

　平成３０年度子育て支援費　25,488,820千円

　　　※前年度比　530,129千円（2.124％）増

　保護者が就労等により放課後に不在となる家庭等の児童の健全育成を図るため、放課後児童ク
ラブ事業を実施

　ひとり親家庭や経済的に困難を抱える家庭の子どもが安心して夜間を過ごすことができる場を提
供することを目的として、基本的な生活習慣や学習習慣の習得のほか、食事の提供等の支援を実
施

　乳幼児の発育と発達の確認を行う健康診査等を実施するとともに、妊婦健康診査について１４回
の公費負担を実施

　母子保健の向上を図るための各種教室を実施するほか、「こんにちは赤ちゃん事業」として、生
後４カ月までの乳児を持つ家庭の全戸訪問事業や産前・産後サポート事業等を実施
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（単位：千円）

　ニートや引きこもり等、困難を有する若者とその家族を対象に、自立に向けた支援を行う「若者サ
ポート事業」を実施

　「藤沢市放課後児童クラブ整備計画」に基づき、設置運営事業者の公募を行うとともに、（公財）
藤沢市みらい創造財団等との連携により、放課後児童クラブの整備を実施

　「藤沢市要保護児童対策地域協議会」を構成する関係機関の連携による児童虐待防止対策の
実施、また子ども家庭総合支援拠点による在宅支援を強化


